
よいわるい見わけることのできる子に

・頽　徳　祭
一遺業をしのび、遺徳をたたえる一

　　4月1日午前10時から頒徳祭が行なわれま

　した。

　当日は碑にその名を刻まれている元村長の

新名馬治、高森順蔵、奈須熊吉、黒木松美各

氏の遺族と木村町長、矢野議長をはじめ、関

係者が参列し、町長の祭詞奉読のなか町政に

大きな功労のあった故人の遺業をしのび遺徳

をたたえました。

一＿
昭和58年　5月号第381号

発行／東郷町役場・編集／企画財政課

砂みちの砂のほこりの今朝立たず

　　　　　　ゆく手にほそき苗代田見ゆ

　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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新しい町長・町議会議員きまる

　わたしたちの町の町長と町議会議員の新しい顔ぶれが

きまりました。

　統一地方選挙を迎えて、4月24日の投票によってきま

ったものです。

　さっそく紹介をかねてアンケートを試みました。

　
四
月
十
七
日
に
告
示
さ
れ
て
、
四
月
二
十
四
日

に
行
わ
れ
た
、
東
郷
町
長
お
よ
び
東
郷
町
議
会
議

員
の
選
挙
は
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
し
い
顔
ぶ

れ
が
き
ま
り
ま
し
た
。

　
町
長
選
挙
で
は
、
現
町
長
と
前
助
役
の
二
人
が

立
候
補
し
ま
し
た
が
、
前
助
役
の
甲
斐
誌
朗
さ
ん

が
初
当
選
し
、
今
後
四
年
間
、
町
政
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
二
十
一
人
が
立

候
補
。
開
票
の
結
果
、
現
職
八
人
、
元
一
人
、
新

人
九
人
が
そ
れ
ぞ
れ
新
し
く
議
席
に
つ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
身
近
か
な
選
挙
だ
っ
た
だ
け
に
関
心
も
高
く
、

投
票
率
は
九
六
・
五
八
％
と
前
回
を
一
・
一
九
％

上
回
る
成
績
で
し
た
．
、
内
訳
は
男
が
九
五
・
七
三

％
、
女
が
九
七
二
二
一
二
％
の
投
票
率
で
し
た
、

…
　
お
た
ず
ね
し
ま
す
・
、
　
…

…
①
基
本
的
な
考
え
、
」
心
が
ま
え
…

…
　
抱
負
な
ど
声
：
　
　
　
　
　
　
…

…
②
任
期
中
に
是
非
し
た
い
こ
と
、
…

…
　
手
が
け
た
い
こ
と
な
ど
。
　
　
…

高▼塑PL　㌔

、

♪舞

朗糞po斐甲

58歳羽坂

　
第
一
に
、
産
業
と
く
に
農
林
畜
蚕
業
の
振
興
策

に
力
を
そ
そ
ぎ
ま
す
。
農
林
畜
蚕
業
は
、
本
町
に

お
け
る
主
産
業
で
あ
り
、
そ
れ
の
振
興
な
く
し
て

町
民
所
得
の
向
上
、
町
勢
の
進
展
は
期
し
難
い
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
第
二
に
は
、
町
民
の
働
く
場
づ

く
り
に
意
を
用
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
方
で

は
企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
、

他
方
で
は
農
林
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
、
そ
の
な

か
に
労
働
力
の
吸
収
を
は
か
っ
て
ゆ
く
方
策
を
取

っ
て
ゆ
く
考
え
で
す
。
第
三
に
は
、
地
域
開
発
を

進
め
ま
す
。
東
郷
町
は
広
い
行
政
面
積
を
有
し
、

立
地
条
件
も
入
郷
各
村
に
比
し
て
好
条
件
に
あ
り

な
が
ら
、
産
業
、
経
済
、
文
化
面
に
お
い
て
立
ち

お
く
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
未
利
用
地
、
未

利
用
資
源
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力

あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

当選307票矢野貞夫現
当選300票寺原国義現
当選　298票黒木九一一一現

当選　262票原田　昇現

当選　257票成合亀行新
当　選　256票山田年雄元

当選　250票新名哲朗現

当選　236票佐藤真幸新

当選　228票佐藤輝夫新

当選　224票田代安夫新

当選　219票木村秋男新

当選　217票田中　守新

当選215票矢野日好現
当選　212票稲田稀重新

当選　211票橋口昭夫現
当　選　210票三浦文人新

当選　193票黒田幸作現

当選　191票寺原寿夫新

次点　191票直野哲義新

　　　181票畝原昭則現
　　　134票富山惣三郎新

投票総数4，828、有効投票

4，797票、無効31。（小数点以

下は切り捨てています。）

爆、
響

▼’

齢

矢野貞夫
坪谷　53歳

無・農林業

①
農
林
業
の
振
興
を
主
軸
に
地
場
産
業

並
び
に
地
元
企
業
の
育
成
強
化
を
は
か

り
、
雇
用
の
場
（
企
業
誘
致
）
づ
く
り
に

努
め
、
そ
し
て
町
民
が
安
心
し
て
住
め

る
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
全
知
を
傾
け

た
い
。

燈

国義原寺

鶴野内　54歳

業農O無

　町長と町議会議員選挙におけ

る各候補の得票数はつぎのとお

りでした。

〈町長選挙〉
当選　2．81！票甲斐誌朗

次点1．999票木村誠
投票総数　4，831、有効投票

4．810、無効投票　21。

＜町議会議員選挙》

①
主
権
在
民
と
言
う
思
想
の
中
で
住
民

の
要
求
が
た
く
さ
ん
出
て
来
ま
す
が
、

町
の
財
政
事
情
に
即
応
し
た
運
営
で
町

政
を
進
め
さ
せ
る
。

⑦
×
④
農
林
業
の
振
興
。
◎
企
業
誘
致
。

　
◎
生
活
環
境
の
整
備

黒木九一
寺迫53歳

無・農業

①
町
民
の
一
人
一
人
が
充
実
し
た
幸
な

生
活
が
出
来
る
豊
か
な
町
づ
く
り
に
努

力
し
た
い
。

②
生
産
と
生
活
環
境
整
備
、
教
育
、
福

祉
の
充
実
に
努
力
し
た
い
．
、

町報とうこう（31

盆
原田　昇
鶴野内　60歳

無・農業

1
誠
実
、
公
平
で
ガ
ラ
ス
ば
り
の
政
治

．
2
曲
唇
林
畜
産
業
の
振
興
を
第
一
と
し
企

業
誘
致
で
倒
く
場
所
を
つ
く
り
若
い
者

に
希
望
あ
る
町
政

拓騰
曽

行亀合成

羽坂57歳

無・農業

ゐ．

E
、

隠】レ

名哲朗

f
社
会
奉
佳
の
精
神
を
基
．
調
と
し
て
町

全
体
の
視
野
に
立
ち
町
民
の
声
を
町
政

に
反
映
し
な
が
ら
納
得
の
い
く
公
平
な

町
政
の
推
進
に
努
め
た
い
．

2
農
林
業
の
振
興
、
企
業
誘
致
、
教
育

福
祉
の
向
上
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
．

獅
b

　
　
　
　
の

雄年田山

迫野内　63歳

無・農　業

一
ユ
町
民
の
附
託
に
応
え
る
た
め
、
誠
心

誠
音
心
を
も
っ
て
農
林
業
を
始
め
教
育
、

建
設
、
福
祉
行
政
の
推
進
、
特
に
町
民
の

平
等
な
恩
恵
を
受
け
る
事
に
努
力
し
た

新

福瀬62歳

無・農業

↑
）
公
平
、
平
等
な
町
づ
く
り
．

曲
豆
か
な
町
、
住
み
よ
い
郷
土
、

和
づ
く
り
を
め
ざ
す
．

2
　
福
祉
の
向
⊥

　
　
教
育
の
振
興

　
　
建
設
行
政
の
推
進

　
禽

｛
、
噛

佐藤真幸

町
民
の

羽坂57歳

無・農業

↑
）
町
民
の
附
託
に
応
え
る
た
め
に
献
身

的
民
主
的
な
議
会
活
動
に
よ
り
、
曲
豆
か

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
．

心
2
曲
辰
林
畜
産
業
の
振
興
を
・
王
軸
に
経
、
↑
冶

団
体
と
の
協
調
を
図
り
、
併
せ
て
商
工

業
の
進
展
に
努
め
る
．

諸
佐藤輝夫
迫野内47歳

無・農業

盈
夫代安田

寺迫51歳

無・農業

①
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
町
民

の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
。

◎
農
林
業
の
近
代
化
、
基
盤
整
備
の
推

進
、
生
活
環
境
の
整
備
、
教
育
、
社
会

福
祉
の
向
上
に
努
め
る
．

b
棚

木村

小野田　62歳

無・農業

①
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
公
平

で
活
気
の
あ
る
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
努
力
す
る
。

②
農
林
業
の
振
興
を
第
一
と
し
企
業
誘

致
を
更
に
お
し
進
め
労
働
力
の
拡
大
を

図
る
．
、
教
育
の
振
興
。
道
路
の
整
備
。

・
薪

－
郷
土
の
発
展
と
町
民
の
豊
か
な
暮
し

を
願
い
、
農
林
業
、
商
工
業
の
振
興
を

図
り
、
雇
用
の
場
の
推
進
、
山
間
の
小

規
模
整
備
事
業
の
推
進
に
努
め
た
い
。

②
社
会
福
祉
の
向
上
、
児
童
、
老
人
、

身
障
者
の
優
遇
措
置
の
推
進
。

ゆ

守

〆逼噂

田中

越表越表　51歳

無・農林業

①
新
人
ら
し
く
先
輩
に
追
随
し
な
が
ら

も
新
し
い
郷
土
づ
く
り
の
た
め
、
地
域

に
あ
っ
た
産
業
の
振
興
に
努
め
た
い
。

②
町
道
の
改
良
整
備
、
農
業
基
盤
の
整

備
、
河
川
の
改
修
、
教
育
環
境
の
整
備

充
実
。

窯
好日矢野

福瀬64歳

無・商業

④
民
意
を
反
映
し
た
、
是
々
非
々
的
議

会
運
営
。

②
¢
道
路
改
良
整
備

　
◎
住
民
の
働
き
場
所
を
早
急
に
誘
致

　
　
し
生
活
の
安
定
を
目
ざ
し
た
い
．

　
（
e
教
育
の
健
全
化
（
生
涯
教
育
）

重

濤．

E畷

ｫ

　
　
　
礁
稲

田野57歳

無・農業

①
活
力
に
満
ち
安
定
し
た
生
活
を
実
現

す
べ
く
頑
張
り
ま
す
。

②
畜
産
の
振
興
、
農
林
産
物
の
販
売
体

制
確
立
、
道
路
網
の
拡
充
整
備
、
老
人

子
供
の
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
、
雇
用

安
定
を
図
る
施
策
、
道
徳
心
の
高
揚
．
、

夫昭口橋

仲深　56歳

無・農林業

①
議
会
人
と
し
て
の
使
命
責
任
を
充
分

自
覚
し
初
心
に
か
え
り
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
献
身
す
る
。

②
青
少
年
に
希
望
の
持
て
る
町
づ
く
り

の
た
め
の
広
域
経
済
圏
の
開
拓
と
豊
か

な
人
間
性
の
持
て
る
環
境
の
整
備
。

激
三浦文人

歳
　
業

51　
　
農

谷
　
・

坪
無

¢
町
民
の
代
表
と
し
て
地
域
住
民
に
応

え
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を
誠
実
に
実
行

し
、
明
る
い
豊
か
な
本
町
環
境
づ
く
り

に
献
身
す
る
。

②
農
工
併
進
に
よ
る
労
働
力
の
拡
大
を

図
り
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め
る
，

諾
黒田幸作
田野55歳

無・農業

コ
じ
住
民
本
位
の
明
る
い
町
づ
く
り
を
基

本
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
安
心
で

き
る
老
後
生
活
と
福
祉
施
設
の
充
実
に

努
め
、
道
路
網
の
改
良
と
整
備
を
図
り
、

活
力
あ
る
農
林
業
の
振
興
に
努
力
す
る
。

　
錦

。
d

夫寿原寺

ノJ、里予E日　　60歳

無・農　業

工
東
郷
町
長
期
整
備
総
合
計
画
を
基
調

と
し
て
こ
の
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る

行
政
を
強
力
に
推
進
し
、
明
日
へ
の
希

望
が
も
て
る
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努
め
、
住
民
が

納
得
の
出
来
る
行
政
を
推
進
し
ま
す
。
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教職員人事異動（昭和58年4月1日）
＼［浮

ﾇ

転　出　・　退　職　　・　休　職 転　　入　　・　　新　　採　　用

種別　地教委　　新任校　　資　　格　　氏　　　　名 種別　地教委　　旧任校　　資　格　　氏　　　　名

転出県教委整亨》蜜卸q課長甲　斐　亮　典 轍県教委零墨当校f酒場富芳東
　
郷
　
小

　　　　　　　　　幽つ．．一．V　目向市財光寺南小教　　諭早　川　清　一ヂ
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　　．　　　　　　　　一

@　　　　　　　　一　－　　，　．　一

@　　　　　　　〃
　　　　　　一　　　一V　高千穂町向　山　中　養　　終電　ド　くに子

　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　一

V　　　　　　　　　　　　　　　　窪　谷　由丸∫一

退職　　　　　　　　　　　教　　諭　星　塚　兼　男 ・　　　　　　　　　　　fそ　教岩　木　．美　香

退職　　　　　　　　　　　校　　長平　川　兵　市 転入高城町r∴　壇　小　校　　長　i＝野　昌　公
福
　
瀬
　
小

　　　　　　　　　一　　　．　　　　　　．．　．一　　一　．　一

]出田野町出　野　小村　　雪避　藤　春　江
　　　　　　．　一　一　『　　　．　一　　一　　　．

V　日向市　ド　脇　小　教　　　　た　封1喜へ郎

退職　　　　　　　　　　　　〃　　黒　木　　　湊

　　　　　　　　　｝　．　．　　　．

@　　　　　　艸　　　　．　　　　一　　　　　　一@　　　　　　　　一　　　　　　一　　　一　　　　．　．　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　一　　　　　．　　　　　一　一　　　．　　．　　　．

@　　　一
V採　　　　　　　　　　　　・〃　　　　　　　　　　　　　〃　　平　川　　　和

　　　　松　本　允　ゴ・

@　　　坂　ノ亡　秀　　、

退職　　　　　　　　　　　教　　頭奈　須　孝　光
坪
谷
小

％　　　　　教諭所田地弦
@　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　．　．　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　．　　　．　一　　一　　　一　．　一　　．　　．

V日向鯛胱寺南小孝夏…n内　走
転出． 蜷�ｬ門　川　小　　〃　　山　lll泰　」㌃ ・延剛砂胆． s　㍉一．工曝1ア過

越
表
小

転出　山．田田∫木の川内小鮒　　諭蔵　満　四　男 転入宮崎市西池四教　、一中　俣　憲　尚

　　　　　　　　　　一
　　　　　．　一　　．　　　．　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　争　一　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　．　　　　　　　．

V採　　　　　　　　　　」一　二二　倉　智　∫・

転出らc串間市秋山　小教　諭野　■　哲　正 転入国富町木脇小教　上橋　本　文　江
寺
　
迫
　
小

　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　一　　　　　　　　　　．　　　　　　．

V　…日向市大王谷下　　〃　　馬　場　朋　子
　　　　　一　一　　　　．　　　　　一　　一　　　．

E　日向市富　高　小　　・　　甲　斐　嘉一一郎

　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　．　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

V　北浦町北　浦　小　　　〃　　斉　燦　和　矢
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　一　　　　　　　　　　一　　．　　．　．　一

V採　　　　　　　　　　　・　　関　屋　　　透
．　　一　一　　　　．　　　－　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　　　一　一　　　　　　　　　　　一　　．　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　凶　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　．

@　　　　　　L　事　モ　F，〕美知．f㌦

退職　　　　　　　　　　　教　頭井　L　文　雄 転入田野田∫田　野中教　9二二　税　一モ郎
東
　
郷
　
中

転出延岡市恒富　中教　　附言　目　政一E： @　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

V採　　　　　　　　　　教　、、目．森　永　　一浩

　　　．　N　北川町祝子川下養　　教　川　崎　智　f 転入北川町北　川　中　養　教ll言　吉　美　和

〃　西米良村村　所　小技　　国書　田　郁　∫一 新旧　　　　　　　　　　技　師海　蔵　徳　f

坪L
i転出国富町木脇　小校　長付　社　義　夫

転入延岡市延　岡　中　校　　長　蔵　満　　　糺　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．

　　　　　　　　　．　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．

J1ク　延岡市恒富　中教　　頭福　島　四　郎
　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　一　　　　　　　　　　　　　．　．　　　　　　．　．　　　　　．

^　目之影町　日之影中　教　　頭・川　越　　　允
中

ト　　　　　　　　　　　　．一一一　．．一一一　．．一．〃　日向市日　向　中主　　　　　　　　　事額　永　1申　一・
一　　　　　．　　　　　一　　　一　　　一　．　　　．　一　　一　　　　一　一

V目向市日田中L事コ］一≡∴暑「
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若
山
牧
丁
先
生
の
レ
万
±
．
つ
縁
で
、

昭
和
四
↑
．
九
年
以
来
実
施
し
で
お
り
ま

す
青
年
リ
ー
ダ
ー
国
内
研
修
も
、
昨
年

ま
で
に
七
十
五
名
の
研
修
生
を
派
遣
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
．
左
・
仁
へ
年

度
第
十
回
の
研
修
生
を
つ
ぎ
の
と
お
a
、

募
集
い
♪
．
r
r
）
ま
す
．
．

▼
募
集
人
員
　
丘
名

▼
募
集
期
限
　
昭
和
五
ト
へ
革
互
目
三

　
　
　
　
↑
一
日
へ
火
｝
ま
　
．
・

▼
派
遣
先
　
北
海
道
幕
別
町

▼
派
遣
期
間
昭
和
κ
十
穴
年
ヒ
弓
中

　
　
　
　
旬
、
瓦
泊
卜
日
〔
予
定
）

▼
婦
．
象
　
臣
百
　
　
上
昌
斥
隼
団
、
　
フ
ラ
ブ
、
　
睦

　
：
ヶ
・
等
で
活
動
し
で
い
る
目
「
．
・
．

　
ダ
ー
お
よ
び
、
今
”
後
－
一
！
ー
グ
・
－
．
こ

　
し
て
期
待
で
キ
＝
勾
十
穴
畿
以
ヒ
＝

　
十
八
歳
未
満
の
腸
女

▼
参
加
申
込
　
所
定
の
用
紙
に
よ
り
、

　
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　
ま
で
期
限
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ

　
き
い
，

※
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
に
あ

　
註
ま
す
．
．

北海道幕別町へ

「青年リーダー

国内研修生」

募　集

、
、
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農業振興地域整備

計画の特別管理事業

　（農振地域の見直し）

　の実施について

　
昭
和
五
レ
．
∴
年
度
に
、
特
別
管
理
地

域
の
指
｛
．
叱
を
受
け
て
、
農
振
地
域
の
管

理
事
務
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が

最
近
に
お
け
る
菩
し
い
経
済
事
情
の
変

動
、
そ
の
他
の
情
勢
の
推
移
に
よ
り
．
再

検
討
が
必
．
要
に
な
り
ま
し
た

　
そ
こ
で
、
昭
和
互
卜
八
年
度
に
特
別

管
理
事
業
を
実
施
ず
る
こ
と
と
し
で
、

県
と
の
協
議
を
進
め
で
い
ま
し
た
が
、

こ
の
官
ゆ
ン
夙
美
日
貸
十
”
つ
「
｝
・
二
冒
か
決
（
疋
，
）
↓
；

し
’
．
’
5
で
お
知
・
・
せ
し
ま
す

　
こ
の
特
別
管
理
を
実
施
す
る
年
度
に

わ
い
て
は
、
緊
〃
－
心
や
む
を
得
な
い
場
ヘ
ロ

〔
災
・
胃
に
遭
・
，
た
場
含
及
び
農
用
地
区

域
の
変
更
〕
を
除
き
一
般
管
理
［
農
家

住
宅
、
一
．
般
住
宅
い
の
建
設
に
伴
う
農

計 ロ　呈士ぜ

＝需

　h
い・　）

聡・

　　　、h
、1’　　・　、i〃

w　鰍
春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
1
5
日
－
㌔

◎

　　す協は児一て用用
　　　議下直互い地地
　　　ご）liしi・まレ（［又
　ム　　　L’を八す域域
　い「　で農要年ののの
　F，　三業す四で除除
　　　定委る月御外外
　　　す蓬田㌧承）’
一　　　る及1租／i知は季直
　　　こ　び土也　　1・　（　て匿．材く

6・．農、聚箸縁雛；
　い・林タさつこいくよ

．〃課望雲ヨ議

また．＝一年竿二∴員二現た
一章1い行手　行のノ）為1し先

1誉暫た脈懐㍊
　貴．5進で画せ訪訪り青
　重あ・！幾に三間朋まf者も
　カロ　ロ　　ド　　　ジ　　へ　よ　ヂ　　ア　キご　，　　、　・・　．，　　、♪・青　＿　、＿

　音　行一一・一’湿たよ
　5ξ．三．二て．ニド　rざ；｝

　か　 ．＝　’、「＼二巨．こ　’〒、

騎一報含浸鷺；
　ね図う　や・地三沸．一
　で二｝｛い鳶年区コでせ
　い剃的不届間会　1ζL・

▽▽
1・交

「通
ボ．女

、全
1レノ．）

イく広
」黛≒，，

．＿≠k

レ
ノし

亘

「
東
郷
町
教
育
百
年
の
あ
ゆ
み
」

刊
行
さ
れ
ま
し
た
一
希
望
者
に
頒
布
1

今
か
ら
百
十
年
前
の
明
治
六
年
、
本
町
に
小
学
校
が

創
立
さ
れ
ま
し
た
．

こ
の
間
、
先
人
の
歩
ん
で
き
た
道
は
決
し
て
担
々
と

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
営
々
と
教
育

の
道
に
つ
と
め
、
か
お
り
高
い
教
育
の
伝
統
を
う
ち
た

て
ブ
＼
多
く
の
人
材
を
育
　
＼
本
町
勢
の
礎
を
築
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
．

こ
の
、
♪
う
な
長
い
歴
史
と
風
⊥
の
山
－
で
創
吐
逗
き
れ
、

育
ち
、
遺
さ
れ
て
き
た
先
人
の
偉
大
六
、
足
跡
を
取
録
し
、

本
町
教
育
の
今
ま
で
の
り
あ
ゆ
み
q
を
知
り
、
こ
れ
か

ら
の
本
町
教
育
の
指
針
と
し
て
「
教
育
百
年
の
あ
ゆ
み
」

を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す

な
お
、
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
一
モ
円
で
頒
布
し
ま
す

の
で
、
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
わ
申
し
出
く
だ
さ
い
．

「㎝「…一

…
教
育
百
年
の
あ
ゆ
み

が

東
郷
町

　
．
つ
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
斉
年

祭
り
の
問
題
か
あ
ハ
ま
す
　
毎
年
参
拡

者
が
少
な
一
盛
り
し
が
■
に
欠
評
で
い

ま
す
．
．
そ
こ
’
、
・
人
を
集
躍
る
に
か
｝
、
勾

．
厚
の
検
討
め
、
一
般
の
尺
へ
の
呼
び
か
汁

が
必
要
．
、
ノ
．
．
亀
、
か
二
≧
．
・
．
∴
意
見
か
三

h
∵
ま
す
ま
だ
具
体
的
な
桑
』
∵
∫
h
h
ま

井，一

�
﨟
A
こ
れ
か
ら
・
＋
燕
・
．
構
h
討
㌧
て

’
．
「
へ
・
な
（
で
は
と
海
、
え
で
．
‘
■
ま
＋

《
五
月
の
行
事
》

の垂ら／ド・のを1 ＝ハて

昭和58年度の

田植等の「基準賃金」決る

　農業労賃については、毎年農業委員会において

その基準となる賃金を定めることになっておりま

すが、本年度の基準賃金を次のように定めました．

E土封値＝食ff男女と判1

横うん棲使明者1！11i｝一｝

1耕帆請負lu

　ウ
　ウ
田　植　機
バインダー
コンベイン
ハー！ベスター

一般農作業

．当

〃

〃

　ケワーを含む．

．〕荒起

　荒代
　櫃代
　補植傷ま『‡，

rひも代含む

ー
ノ

女

3 8｛」〔IFI1

6∫〕〔．、Ll／l1

4．50・P日

4．500円1

　　　　　4，500Pj　l

5，…円i

5，500円

1（）．o∩L甲！

，，。。erl一

・．8・・rll」

3．8r）OIIl
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一 点　’

描
⑳

　
可
愛
い
い
ラ
ン
ト
セ
ル
が
先
輩
格
の

わ
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
、
手
を
引
か
れ

て
呂
．
ナ
校
に
通
い
初
め
て
、
早
＝
、
月
が

た
ち
ま
し
た
　
そ
ろ
そ
ろ
体
の
つ
か
れ

力
置
る
匡
と
思
い
ま
す
，
で
も
家
庭
訪

問
が
初
ま
っ
て
、
「
セ
ン
セ
ー
イ
」
と
遠

・
・
の
方
で
手
を
あ
げ
で
、
先
生
に
飛
び

つ
い
ヴ
k
い
る
可
愛
い
姿
も
亦
一
し
皆
7
二

年
生
ら
し
い
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
す
．

若
い
御
夫
婦
が
ど
ん
な
気
持
で
、
可
愛

い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
見
て
い
る
で
し
、
串
う

か
？
私
は
次
の
．
．
．
つ
の
こ
と
を
申
し
あ

げ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す

「
体
の
調
子
は
ど
う
変
っ
て
い
く
か

　
歩
く
カ
が
強
く
な
り
ま
す
，
そ
れ
だ

汁
に
脚
力
叫
．
P
つ
さ
、
・
ま
す
が
、
こ
の
頃
か

ら
体
に
変
調
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
、

少
し
や
せ
て
来
た
様
だ
、
食
事
量
が
少

し
ふ
え
て
来
た
、
か
と
思
う
と
夜
熱
を

出
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
、
等
と
あ
れ

こ
れ
気
に
す
る
こ
と
が
以
前
よ
り
多
く

な
る
も
の
で
す
、
で
す
か
ら
常
に
子
供

の
体
の
変
調
に
は
両
親
は
観
察
を
怠
ら

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
，
心
身
の
疲
れ

は
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
充
分
気

を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
．

印
し
つ
け
ご
と

　
朝
起
き
の
時
間
が
き
ま
り
通
り
に
な

り
ま
し
た
，
「
イ
タ
ダ
キ
マ
ス
」
「
イ
ッ
テ

マ
イ
リ
マ
ス
」
　
「
タ
ダ
イ
マ
カ
ヘ
リ
マ

シ
タ
」
「
オ
ヤ
ス
ミ
ナ
サ
イ
」
と
き
ち
ん

と
．
菖
う
様
に
な
り
ま
し
た
．
自
分
の
用

具
類
の
佳
末
も
自
分
で
き
つ
き
と
仕
目

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
．
等
々
と
い

い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
そ
う
か
ん
だ

ん
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
．
．
だ
が
一
年
生
入

学
後
二
ヵ
月
、
二
．
＾
、
月
の
間
に
徹
底
的

に
し
つ
け
る
こ
と
、
体
で
身
に
覚
え

たばこは

地元で買いましょう！

　ヨゴじどれ

ちμ〆繭
　＿　　　　　．

願
L塊
u本専売公社守ってますか喫煙マナー

さ
せ
る
こ
と
が
極
め
て
大
切
で
す
。

　
「
そ
ん
な
に
や
か
ま
し
く
言
わ
な
く
て

も
そ
ろ
そ
ろ
身
に
つ
く
わ
」
等
と
お
ち

い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
達
が
言
わ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
は
だ
め
で
す
。
は
じ
め
が
大

事
で
す
．
．
私
は
三
男
坊
が
左
手
で
箸
を

使
い
食
事
す
る
の
を
、
右
手
に
て
箸
を

使
う
様
に
成
功
し
た
実
績
を
持
っ
て
い

ま
す
。
一
年
生
の
入
国
．
†
時
は
凡
て
の
物

事
に
応
じ
る
心
と
動
作
が
出
来
る
の
で

す
。
二
年
生
に
な
っ
て
と
か
、
三
年
半

に
な
っ
て
と
か
、
絶
対
に
駄
目
で
す
。

学
童
期
の
し
つ
け
は
一
年
生
入
学
三
ヵ

月
以
内
に
そ
の
基
本
が
出
来
上
る
の
で

あ
り
ま
す
．
．

日
勉
強
の
こ
と

　
勉
強
の
こ
と
は
、
一
年
生
の
と
き
は

あ
ま
り
成
績
の
こ
と
等
気
に
し
な
い
こ

と
で
す
，
算
数
が
よ
く
な
い
と
か
、
｛
子

が
よ
く
読
め
る
と
か
の
事
が
ら
で
、
親

が
あ
ま
り
干
渉
し
過
ぎ
る
と
、
学
校
ぎ

ら
い
の
子
供
が
出
来
る
も
の
で
す
。
そ

れ
よ
り
も
学
校
の
出
来
事
即
ち
A
，
日
一

日
学
校
で
生
活
し
た
こ
と
即
ち
勉
強
の

こ
と
ば
か
り
で
な
く
友
達
関
係
等
、
夕

飯
時
に
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
話
し
を
さ
そ

い
出
す
様
に
、
て
い
ね
い
に
聞
い
て
や

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
．
．
こ
の
夕

飯
時
は
つ
と
め
て
、
テ
レ
ビ
等
は
切
っ

て
子
供
と
共
に
た
の
し
く
過
す
こ
と
に

努
力
し
て
ド
さ
い
．
．
十
分
か
二
f
分
譲

の
時
間
で
よ
い
と
思
い
ま
す
、
こ
こ
に

親
の
辛
棒
が
い
る
の
で
す
。

東
郷
町
社
会
教
育
委
員

都
　
甲
　
鶴
　
男

牧
水
と
坪
谷
㎝

　
私
の
通
っ
た
の
は
そ
の
局
長
時
代

の
事
で
、
叔
父
か
ら
読
書
算
術
を
習

っ
た
。
叔
父
は
非
常
に
私
を
可
愛
が

っ
て
、
私
に
も
の
を
教
え
始
め
る
と

ど
ん
な
さ
し
迫
っ
た
用
事
を
も
忘
れ

る
が
常
で
あ
っ
た
。
貧
し
い
中
か
ら

何
や
彼
や
買
い
求
め
て
お
い
て
、
事

あ
る
毎
に
私
に
褒
美
に
呉
れ
て
い
た
。

　
こ
の
叔
父
と
私
の
父
と
は
一
面
に

於
て
よ
く
似
充
性
質
を
持
っ
て
い
た
。

夢
想
家
で
、
そ
の
血
の
う
ち
に
年
老

い
て
も
尚
消
耗
せ
ぬ
一
種
の
流
浪
性

を
持
っ
て
い
た
。
た
だ
父
の
は
そ
れ

が
や
・
上
品
で
小
さ
く
、
叔
父
の
は

大
柄
で
粗
野
で
あ
っ
た
。
行
く
と
こ

ろ
ま
で
行
か
ね
ば
承
知
出
来
ぬ
性
で

あ
っ
た
。
二
人
は
よ
く
協
同
し
て
何

か
彼
か
計
画
し
て
い
た
が
そ
の
頃
父

は
既
に
そ
の
種
の
事
に
痩
れ
始
め
て

甚
だ
し
く
臆
病
に
な
っ
て
い
た
。
そ

れ
が
叔
父
に
は
甚
だ
喰
足
り
な
か
っ

た
ら
し
い
が
、
そ
れ
で
も
何
処
に
は

銀
の
豚
が
あ
る
と
か
銅
が
出
る
と
か

云
っ
て
よ
く
両
人
つ
れ
で
山
や
谷
を

あ
さ
っ
て
い
た
。
二
人
共
揃
っ
た
酒

飲
み
で
、
飲
み
始
め
る
と
い
つ
迄
も

果
が
無
か
っ
た
。
叔
父
酔
っ
て
謡
い

出
す
謡
曲
や
、
長
い
漢
詩
な
ど
を
私

は
ど
れ
だ
け
憧
憬
の
眼
を
以
て
眺
め

た
も
の
か
、
こ
の
叔
父
を
何
故
あ
・

母
な
ど
は
悪
く
言
う
の
だ
ろ
う
と
不

審
で
な
ら
ぬ
事
も
あ
っ
た
。
後
に
は

』
監
－
り
，

塩
　
月
　
儀
　
市

と
う
と
う
彼
は
こ
の
村
に
も
落
ち
つ

い
て
居
ら
れ
ず
、
六
十
近
い
身
で
台

湾
に
渡
っ
た
。
私
は
こ
の
人
に
接
し

た
の
が
丁
度
も
の
こ
こ
ろ
の
つ
く
こ

ろ
で
あ
っ
た
故
か
、
少
な
か
ら
ず
こ

の
人
の
感
化
を
受
け
た
様
で
あ
る
。

私
は
こ
の
人
か
ら
、
幼
年
雑
誌
「
小

国
民
」
な
ど
と
い
う
雑
誌
と
い
う
物

の
あ
る
こ
と
を
始
め
て
教
わ
っ
て
、

そ
れ
か
ら
そ
れ
に
噛
り
つ
い
て
読
む

事
を
知
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
い
ま
一
人
の
叔
父
は
村
の
寺
の
住

職
で
あ
っ
た
。
母
の
妹
が
其
処
に
縁

づ
い
て
い
た
・
め
で
、
矢
張
り
血
縁

の
叔
父
で
は
な
か
っ
た
．
．
こ
の
人
は

毒
に
も
薬
に
も
な
ら
ぬ
好
人
物
一
方

優
し
い
一
方
の
人
で
あ
っ
た
が
、
た

い
へ
ん
読
物
が
好
き
な
人
で
、
新
し

い
も
の
を
見
附
け
て
は
必
ず
先
づ
私

の
家
に
持
っ
て
来
て
母
に
読
ん
で
聞

か
せ
て
い
た
。
い
ま
思
え
ば
膝
栗
毛

や
弓
張
月
で
あ
っ
た
が
、
挿
絵
の
多

い
小
型
の
綴
本
を
手
に
持
っ
て
、
焚

火
の
囲
炉
裡
に
、
燭
台
の
松
明
を
さ

し
く
べ
さ
し
く
べ
こ
の
頭
の
円
い
声

の
い
い
叔
父
が
母
や
妹
を
相
手
に
し

て
夜
深
く
ま
で
読
み
入
っ
て
い
た
光

骸
は
い
ま
思
い
出
し
て
も
な
つ
か
し

い
．
、
私
が
生
れ
て
初
め
て
小
説
と
い

う
も
の
を
読
ん
だ
の
は
村
井
弦
斉
作

「
朝
日
桜
」
で
こ
の
叔
父
が
持
っ
て

来
た
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

ノ

甥
毫
約
に
関
ず
る

’

ア
ン
F

申
し
込
ん
だ
覚
え
の
な
い
商
品
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
…
…

　
　
　
　
あ
る
日
、
申
し
込
ん
だ
覚

Q
・
の
・
い
美
術
全
集
2

　
　
　
　
巻
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

案
内
文
書
を
見
る
と
、
「
こ
ん
包
を
開

封
し
た
場
合
は
購
入
の
意
思
が
あ
る

も
の
と
し
て
、
十
日
以
内
に
代
金
を

支
払
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
購
入
す
る

意
思
が
な
い
場
合
は
、
開
封
せ
ず
に

五
日
以
内
に
返
送
す
れ
ば
代
金
を
支

払
わ
な
く
て
も
結
構
で
す
」
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
突
然
の
こ
と
で
、

購
入
す
る
つ
も
り
は
な
く
迷
惑
し
て

い
ま
す
。
開
封
は
し
て
い
な
い
の
で

す
が
、
返
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
ご
質
問
の
ケ
ー
ス
は
、
ネ

A
ガ
テ
・
ブ
・
・
プ
ニ
ン

　
　
と
呼
ば
れ
る
通
信
販
売
の

て
代
金
を
請
求
し
て
く
る
も
の
で
す
。

（
一
定
の
期
間
を
経
過
す
れ
ば
、
自

由
に
処
分
で
き
ま
す
〉

　
突
然
、
注
文
し
た
こ
と
の
な
い
商

品
が
送
り
届
け
ら
れ
、
代
金
を
請
求

さ
れ
る
－
．
．
．
勝
手
が
分
か
ら
ず
、
受

け
取
っ
た
方
も
び
っ
く
り
す
る
よ
う

で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
代

金
を
支
払
う
必
要
も
な
く
、
ま
た
、

返
送
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

代
金
支
払
い
の
必
要
も

返
送
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん

方
法
で
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ

ン
と
は
、
購
入
申
し
込
み
を
し
な
い
の

に
．
方
的
に
商
品
を
送
っ
で
き
て
、
送

ら
れ
た
人
が
返
送
ま
た
は
購
入
し
な

い
旨
の
通
知
を
し
な
い
と
　
業
者
が

勝
手
に
”
購
入
を
承
諾
し
た
”
と
し

　
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
で
は
、

購
入
の
申
し
込
み
を
し
な
い
入
に
商

品
を
送
っ
た
販
売
業
者
は
、
　
一
定
の

期
間
（
一
二
か
月
、
商
品
の
引
き
取
り
を

請
求
し
た
と
き
は
一
か
月
∀
を
過
ぎ

る
と
、
商
品
の
返
還
を
請
求
で
き
な

ρ
砲
。

》
9

●
O

＼／
’
レ
・

く
な
る
、
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
管
期
間
中
に
商
品
を

使
う
と
購
入
を
承
諾
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
代
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
商
品
は
自
分
の
物
ど
同

じ
よ
う
に
大
事
に
保
管
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
取
り
扱
い
は
慎
重

ニ
　
　
一
I
o

　
ま
た
、
家
族
の
だ
れ
か
に
商
品
が

送
ら
れ
て
き
て
、
本
人
の
い
な
い
問

に
包
装
を
解
い
て
使
っ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
の
で
、

開
封
は
よ
く
確
認
し
て
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
送
ら
れ
て
き
た
商
品
が
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
判
断
に
困
る
と
き
は
、
お
近
く

の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
へ
．
一
相
談

　
ご
　
　
　
　
ヤ
　
ロ

く
た
さ
し
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厚
生
行
政
基
礎
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
厚
生
省
で
は
、
厚
生
行
政
全
般
の

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
厚
生
行

政
基
礎
調
査
を
昭
和
二
十
八
年
以
来

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
A
，
年
は
六
月

二
日
に
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
省
が
わ
た
し

た
ち
の
健
康
や
生
活
の
状
況
を
知
り
、

よ
り
充
実
し
た
厚
崖
行
政
を
行
う
た

め
の
も
の
で
す
。
調
査
対
象
と
し
て

お
願
い
す
る
の
は
、
く
じ
引
き
の
よ

う
な
方
法
で
全
国
か
ら
無
作
為
に
選

び
出
さ
れ
た
世
帯
で
す
。

（
厚
生
行
政
基
礎
調
査
の
内
容
V

　
今
年
の
厚
生
行
政
基
礎
調
査
で
は

次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

①
世
帯
構
成

　
②
医
療
保
険
の
加
入
状
況

③
傷
病
状
況

　
④
公
的
年
金
・
恩
給
の
受
給
状
況

　
厚
生
行
政
基
礎
調
査
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
資
料
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
密
着
し
た
厚
生
行
政
を
推
進
し

て
い
く
上
で
た
い
へ
ん
重
要
な
も
の

と
な
り
ま
す
。

　
六
月
二
日
は
、
調
査
員
が
皆
さ
ん

の
お
宅
に
伺
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

E
θま
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o
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お
し
ら
せ

ノ
欝

蟄
顔
愛
．

“
車
検
用
”
の
納
税
証
明

　
　
納
税
の
際
に

発
行
し
て
い
ま
す

　
．
．
．
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車
及
び
二
輪

の
小
型
自
動
車
に
つ
い
て
道
路
運
送
車

両
法
第
六
．
一
条
の
規
定
に
よ
る
継
続
検

査
、
い
わ
ゆ
る
「
車
検
」
を
申
請
す
る

－
．
；
・
一
は
「
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
壽
」

が
必
要
で
す
．

　
こ
れ
ま
で
は
車
検
申
請
を
す
る
と
き

は
、
そ
の
都
度
役
場
税
務
課
で
納
税
証

明
書
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

左
ト
ビ
年
度
か
ら
は
納
税
と
同
時
に
証

明
酵
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．
．

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
ヒ
年
度
中
は

ほ
と
ん
ど
こ
の
証
明
書
が
使
用
さ
れ
ず

従
来
ど
お
り
役
場
ま
で
証
明
書
を
と
り

に
来
る
方
が
い
ま
し
た
．

　
せ
り
か
く
み
な
さ
ん
の
便
利
を
考
え

　
、
こ
の
制
度
を
取
り
い
れ
て
い
ま
す
。

軽
自
動
現
当
を
納
税
さ
れ
ま
し
た
ら
必

デ
車
検
証
と
い
っ
し
．
串
に
保
管
し
て
お

い
で
、
車
を
車
検
に
出
す
と
き
に
整
備

工
場
な
ど
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
証
明
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
税
務
課
で
発
行

い
た
し
ま
す
の
で
お
申
出
く
だ
さ
い
．
、

衛
生
だ
よ
り

◎
3
歳
児
検
診
　
5
月
1
0
日

　
○
対
象
者
　
5
4
年
4
月
1
日
～

　
　
5
5
年
3
月
3
1
日
生
ま
で

　
老
人
福
祉
館
　
受
付
1
3
～
1
4
時

◎
乳
児
検
診
　
　
5
月
1
1
日

　
■
対
象
者
豊
年
5
月
1
U
－

　
　
5
8
年
2
月
1
8
日
生
ま
で

　
老
人
福
祉
館
　
受
付
1
3
～
1
4
岸

◎
三
目
及
び
二
混
接
種

　
　
5
1
－
1
3
日

　
中
血
へ
公
民
館
　
受
け
n
　
1
5
時

◎
一
歳
六
ヵ
月
児
健
康
診
査

　
　
5
月
3
1
［

東
郷
町
立
病
院

　
　
　
受
付
1
3
時
：
U
時

◎
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

　
5
月
別
日
　
寺
迫
公
民
館

　
　
　
4
芋
　
4
午
P
♪

　
　
　
－
日
　
　
　
－
艮
9
一
ノ
ノ

　
　
也
．
×
一
　
芋
亘

　
　
土
一
　
　
　
　
　
・
ノ

　
5
月
2
6
目
　
坪
谷
保
育
所

　
　
　
1
3
時
4
0
分
～
1
4
時

　
　
地
区
．
．
．
坪
谷
・
面
壁
・
越
表

　
　
下
渡
川

　
5
月
2
7
日
　
中
央
公
民
館

　
　
　
4
h
寸
　
　
5
ヒ
r

　
　
　
l
H
～
－
既

　
　
地
区
・
．
右
記
以
外
の
地
区

母
r
｝
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
！

霧
懇
懇
嬬

膨
携
懇
懇
笏
郷

　
計
量
器
を
取
引
又
は
身
体
検
査
等
の

証
明
行
為
に
使
用
す
る
方
は
、
計
量
法

に
よ
り
一
二
年
に
一
回
県
が
行
う
定
期
検

査
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
一
．

　
本
町
に
つ
い
て
は
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
該
当
す
る
方
は
必
ず
検

査
を
受
け
て
．
ト
さ
い
、

　
お
問
合
わ
せ
は
町
企
画
財
政
課
企
画

係
へ

　
．
　
、
　
］
　
　
　
ヒ
」
」
　
　
ワ
ー
1
畠
L
　
一
　
　
＼
＝
・
曹
L
f

　
　
　
L
　
　
臥
　
　
町
中
－
一
．
ノ
宛
－
戸

　
　
　
　
　
　
十
六
H
　
卜
．
一
時
～

　
　
　
　
　
　
卜
．
五
痒
，
ま
で

　
．
、
場
　
所
　
東
郷
町
…
川
場
玄
関
前

　
一
、
検
査
・
r
数
料
　
必
．
要
【
計
量
器

　
　
　
　
　
　
に
よ
り
異
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
が
　
○
○
円
か
ら
四

　
　
　
　
　
　
〇
〇
円
程
度
必
要
で

　
　
　
　
　
　
す
｝

行
政
相
談

　
　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
、
電
々

　
公
社
、
専
売
公
社
、
公
庫
公
団
、
事
業

　
団
な
ど
の
仕
事
、
県
・
町
な
ど
の
仕
事

　
に
対
す
る
苦
情
、
要
望
な
ど
と
り
あ
げ

　
て
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
次
の
定

例
相
談
日
は
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。
当
日
以
外
は
自
宅
で
受
付
け

　
て
い
ま
す
．
．
（
電
話
可
）

　
　
　
　
　
記

一、

厲
桙
T
月
1
7
日
9
時
～
1
5
時

二
、
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
　
東
郷
町
仲
深

∂
　
　
　
東
郷
町
行
政
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
n
　
　
I
　
　
菱
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
［
　
　
　
　
f

　
善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
・
、

　
厚
く
お
礼
申
し
土
げ
ま
す
、

▽
鶴
野
内
の
菊
池
英
男
さ
ん
か
ら

　
〔
仙
蔵
さ
ん
・
7
9
歳
ご
死
≠
ご

▽
迫
野
内
の
佐
藤
正
行
さ
ん
か
ら

　
二
又
作
さ
ん
・
π
歳
ご
死
去
）

▽
小
野
田
の
都
甲
へ
，
朝
吉
さ
ん
か
ら

　
【
・
ン
モ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

▽
仲
深
の
中
谷
睦
美
き
ん
か
ら

　
（
亀
太
郎
さ
ん
・
8
2
歳
ご
死
去
）

心
配
ご
と
相
談

　
毎
月
第
一
一
一
火
曜
日
を
心
配
ご
と
相
談

　
．
…
し
て
、
〔
五
月
卜
七
日
）
老
人
福
祉

氏
で
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
か
ら
ご

利
用
ド
さ
い
．
．

診
Ω
、
、
、
◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
◇

◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
3
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

直中

野竹

圭三

祐生

赤
ち

タ
あ
名

名

浦原代杉木名友川木森越
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